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今
雰
囲
気
の
あ
る
さ
わ
や
か
さ

●
工
ソ
ジ
ョ
イ
。
ビ
ー
フ
〈
４
月
〉
仲
間
が
楽
し
む
光
景

ノ

蒜L可,

今月のお客様／左より沢井悠一さん〈尤町迩機(株]社蛙>山端一夫さんく尤町商店街連合会会長〉岸野利男さん
く竜宮センター街連合会会畏、シンワ洋装店社長〉

神戸の＝大商店街の連合会会長として永年活踊を続ける岸野さんと山端さん、そして沢井さんの三人は神戸ライ
オンズクラブのメンバー．、会合のあと、気の合った仲間が神戸館でステーーキを楽しむ光最に和やかさがある。

隠
ステーキ＆ドリンクス

神 戸龍
Ｌ神戸市生田区下山手通2丁目29-5ｱﾏﾂピﾙ1F(生田新道)壷321-2955PM5:００~PM11:００日祝休み
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3,000円

２，０００円ノ
ゴーフルデュオ
3 0Ｗ( 1 8枚入2缶）
2 0 Ｗ( 1 2 枚入2 缶）

＜毒> 神戸且貝坐
本社．神戸市生田区元町通3 丁目1 9 5

霊( 0 7 8 ) 3 2 1 - 5 5 5 5

』

曇
蕊

神戸らしさを演出する

“
｛

鯛
職審

篭
ダ

△

，
）
《

５ド睡
臼

3.4F皆
２階
Ｉ階
地階

茶室｢ 涛月庵」・ゴー･ フルルーム
事務所
レストラン風月堂
和洋菓子・・茶寮
風月堂ホール
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齢懲

、

物/｛た/必/に/;／今/ご/ぞ/繕/ｌかば

Ｊ１
Ｉ

謎

霞可

れます。

します。 のサークルですから、入会琴沓墓準が厳しく規定されています。

『
、
肖
吋
川
副
ロ
可
Ｉ
。
“

、

ノ

ひ
と
に
頼
め
ば
、
義
理
が
か
ら
ん
で
煩
ら
わ
し
い
．
せ
っ
か
く
紹
介
さ
れ
た

お
相
手
を
断
わ
る
と
、
中
に
入
っ
た
人
に
も
気
ま
ず
く
な
っ
て
、
な
ん
と
な

く
世
の
中
を
せ
ま
く
し
て
し
ま
う
．
し
か
し
、
生
涯
の
伴
侶
を
選
ぶ
の
だ
か

ら
自
分
で
納
得
で
き
る
人
を
…
．
む
な
し
く
時
が
過
ぎ
な
い
う
ち
に
…
．

広
い
範
囲
の
た
く
さ
ん
の
人
々
の
中
か
ら
、
だ
れ
に
も
遠
慮
気
が
ね
な
く
、

ほ
ん
と
う
に
相
性
の
合
っ
た
人
を
選
び
出
せ
れ
ば
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
．

Ｉｆキ

磯
別優待会員に応募されませんか

侶にめぐり会わ

１

』
一

．
晶
貯 ④入会、通信の秘密は厳守さ

『

】
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ト
リ
線
‐
，
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‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
‐
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‐
‐
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‐
‐
１
１
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
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‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

記
入
上
の
注
意
口
設
問
の
口
欄
に
は
Ｊ
印
で
、
口
欄
の
無
い
場
合

テ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
、
あ
な
た
の
記
録
が
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
は
該
当
文
字
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
り
ま
せ
ん
の
で
設
問
に
は
正
直
に
答
え
、
文
仰
太
い
線
の
欄
は
当
社
記
録
欄
で
す
か
ら
記
入
し

字
は
正
し
く
桔
書
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
い
で
く
だ
さ
い
。

皇
テ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
り
先

宝
客
．

テ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト

』

統輔責任者前林クリニック院長医学博士前林尚
電話大阪（0 6 ) 3 4 6 - 5 0 0 1 ㈹

特
別
優
待
会
員
ご
応
募
の
方
は
、
左
の
テ
ス
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
に
所
定
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
左

記
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
審
査
を
パ
ス
し
ま
し

た
ら
そ
の
旨
を
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か
ら
ご
連
絡
し
、
会

の
く
わ
し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
改

め
て
正
式
の
入
会
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
点
で
入
会
を
お
見
合

わ
せ
に
な
る
こ
と
も
自
由
で
す
。

尚
、
応
募
用
テ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
の
追
加
を
ご

希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

、
と
瀞
鹿

特
別
優
待
会
員
だ
け
の
特
典

、

〒
副
大
阪
市
北
区
梅
田
１
２
大
阪
駅
前
第
２
ビ
ル
２
Ｆ

株
式
会
社
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｇ
（
壷
０
６
１
３
４
６
１
５
０
０
１
㈹
）

日
本
結
婚
医
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
宛

Ｏ ＭＭＧ
〒53 0 大阪市北区梅田1 - 2 - 2 大阪駅前第２ビル２Ｆ

株式会社ＯＭＭＧ

日本結婚医学ガイダンス

宝
飾
品
界
の
名
門
、
田
崎
真
珠
と
月
刊
神
戸
っ

子
の
特
別
協
力
に
よ
り
入
会
者
の
中
か
ら
抽
選

で
男
女
各
別
名
様
に
田
崎
真
珠
の
７
５
．
０
０

円
の
商
品
券
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

Ｌ

特
別
優
待
会
員
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

｜
応
募
の
方
法

用

Ｉ・自己紹介．
フリガナ

氏
名
年
一
口

生
月
身モミ

q 、

鍵 飯状態

Ｌｌ健康
雪§族

父
理
住
所

職
業
年
収

学
歴
電
話

Ⅱ､ 性向テスト 次の設問に答え口繍にＪ印をつけて
ださい。余り深く考えないで正漣に

＜

あなたは？
①仏滅や大安を

②服装は

③自分が個性的

⑳物事の考え方

旬他人が自分の
ことをどうj 召
うか

D

① 他人のしてい
る事が

⑧ペットを飼う
串が

⑨ボクシングを
見て

⑩神社・仏閣を
見て歩くこと
が

健世. 死別､ 離別母斌＆､ 死別､ 鑑別

〒

万
円

税
込 勤務先
『 =ｰ‐中学校(念: : ]小学校】
『弓高校(含|日中学校）
[ ］短大( 含旧専）
恩大学

Ｉ。、事業
Ｉ
Ｉｕ中退

ロ大学院ｊＬｉ在学中
自宅函 I 誌〈〉呼出
勤務先電話〈＞内線

大正
昭和 年月日満寺

例に垂

紬

:~]普通

『、非爾に気
当；にする

｜‘派手好き

[一議に個
１．進歩的
ｒＩ非常に気
' １になる

’Ｉその通り
－です

二気になる
「
４」
非常に好
き

宇
田

非常に面
白い

・・大好きで
．Ｉす

視力

右

[]多少弱い

左

戸多少気に
. ・する

‘．地味好き
、どちらか

一瀧晶と
言:保守的
．‐多少気に
. , なる

詩髄はそ
ＥＩ

－んな事も
あります

‘･‐余り気に
・・しない

I］意識しな
L ､

l~１ たまには
面白い

‘穂:興味

血液星』

Ａ

男兄弟人

Ｂ

婚
姻
届

性別

男

１
１
口
１

閉
日
Ｂ
ｊ

１；未婚
口死別
１１離別
子供人

.誘高に

.}鶏頭着

. ‐個性的で
１コない

口営詑で
[j舗脈
全くそん

r;な事はあ
りません

”‐全く気に
‐当しない

，．大磯い
ﾛ

Ⅱ

野蛮だと
思う

□
どちらか

女

ＡＢ

女姉妹ノＩ

碗柄

０
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★婦人服飾 ･ トータルファッションさんプラザＢＦ
（サンロイヤル内）フ' 一一謡１，蕊｡ 剛

へ
初
夏
へ
む
か
っ
て
貴
女
の
お
し
ゃ
れ
作
戦
は
態

．
き
ま
り
ま
し
た
か
？
ブ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
タ
血
け

・
を
中
心
に
バ
ッ
グ
、
靴
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
小
歩

物
類
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
。
と

〆
／

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
，
を
圭
但
輸

入
の
ア
ン
ズ
で
す
。
こ
の
夏
は
グ
リ
ー
ン
が
か

っ
た
き
れ
い
な
ブ
ル
ー
が
流
行
し
そ
う
。
一
度

手
に
と
っ
て
ご
ら
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

☆宝石･ アクセサリー･ バッグ 生田区三宮１

アンズ謎f 二§赤ザ' Ｆ

撒胤鴎岡田巌雛瀞獅"；

初
夏
を
先
取
り
し
て
着
て
み
た
い
ブ
レ
ザ
ー

を
ご
紹
介
。
青
の
大
胆
な
ス
ト
ラ
イ
プ
が
舷
し

い
日
差
し
に
生
え
る
、
地
中
海
気
分
で
着
こ
な

し
た
い
シ
テ
ィ
・
ボ
ー
イ
の
た
め
の
》
点
で
す
。

ユーーーー曇ニー ､ 一一ロ

毎

謬

★伽排専門店三宮カフェテラス青山

青山雲鑑灘崎2 ~ 鰯”

コ
ー
ヒ
ー
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
楽
し
み
た
い
と

い
う
本
格
ヨ
ー
こ
’
派
か
ら
、
雰
囲
気
で
ブ
レ

ン
ド
を
味
わ
う
お
栖
落
派
ま
で
。
都
会
派
の
コ

ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

目
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．
‐
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大
阪
チ
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店
哩
軒

門
机
‐
両
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屈
画
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云
一
坊

蕊
鵬一 ■

』
画

蕊神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



風に誘われて坂道を登っていくと－．

今
：
ア
ル
プ
ス
の
山
に
も
春
が
戻
る
頃
。

の
古
里
を
思
い
な
が
ら
丁
寧
に
作
ら
れ

コ
レ
ー
ト
と
ケ
ー
キ
。
お
い
し
い
パ
ー

開
い
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

真
紅
の
苔

す
。
ロ
マ
ン

ー
ナ
ー
は
こ

②
専
用
駐
車

糠
の
テ
イ

こ
を

場
Ⅳ

寺
化
の
高
貴
と

ツ
ク
な
テ
ィ

呼
醤
薮
の
館
〃

台
Ⅲ
州
〜
11とＩ可

剛輔
黒照､ , 鴎瀞錨0☆ＴＥＡ＆ＳＮＡＣＫ ☆スイス菓子 本店水道筋6 丁目壷8 0 1 - 4 4 6 6 テたハ

イチイノ､ -ｆ雪難騨貴淵:綱9 , 1 5 5 をヨジ
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別ク会に誰ﾗ人お風
咋
か
優
し
く
な
う
た
日
は
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽

い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
午
后
を
過
●
こ
す
。
都

が
時
の
狭
間
に
見
つ
け
た
豊
か
な
時
間
。

シ
ッ
ク
は
い
つ
も
大
切
に
し
た
い

紅
茶
、
ヶ
；
キ
、
す
べ
て
獅
円
。

☆手造りケーキとパン

ケーニヒスクI ｺ ｰ ﾈ 鶴姪譜調淵

朝
こ
こ
で
焼
き
立
て
の
パ
ン
を
買
う
。
夕
方

寄
レ
ソ
道
を
〕
て
デ
ザ
ー
ト
を
買
う
。
そ
れ
が
六

中
の
人
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
。
新
鮮
な
笹

の
ケ
ー
キ
と
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
人
気
で
す
。
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案

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご

内
Ｌ_ 』

八
音
楽
Ｖ

★
カ
ル
ロ
ス
・
ガ
ル
シ
ー
ア

タ
ン
ゴ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

６
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

民
音
／
会
員
・
二
三
○
○
円
一
般
・

二
六
○
○
円

斗
第
２
回
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト

９
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
○
○
○
円

出
枝
／
田
中
淳
子
、
近
藤
日
出
子
、
尾

熊
志
津
江
、
安
芸
栄
子

☆
イ
エ
ロ
ー
マ
ジ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

９
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
七
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
女
声
合
唱
団
セ
シ
リ
ア

旭
月
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
七
○
○
円

★
南
こ
う
せ
つ

妬
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
八
○
○
円
Ｂ
・
二
六
○
○
円

☆
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会
／
北
野
タ
ダ
オ
と

ア
ロ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

四
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
市
教
育
会

館
／
前
売
。
一
○
○
○
円
当
日
・
一

二
○
○
円

☆
し
ば
た
は
つ
み

四
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

上平田裕子 しばたはつみ

伊藤ルミ

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
物
に
ご
招

待
い
た
し
ま
す
。

☆
東
山
魁
夷
／
第
二
期
唐
招
提
寺
障
壁

画
展
水
墨
に
よ
る
中
国
山
水

４
月
型
日
’
５
月
６
日
大
丸
神
戸
店

７
階
大
催
会
場
一
○
○
名

☆
三
波
春
夫

４
月
妬
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
一
○
名

☆
シ
ョ
ウ
・
ガ
ー
ル

４
月
鋤
日
（
水
）
６
時
半
神
一
異
化

大
ホ
ー
ル
一
○
名

作
・
構
成
・
波
出
／
福
田
陽
一
郎

出
庫
〆
木
の
実
ナ
ナ
、
細
川
俊
之

ご
希
望
の
方
は
葉
書
で
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
「
遥
か
な

る
・
・
・
」
「
東
山
魁
災
」
「
三
波
春
夫
」

「
シ
ョ
ウ
・
ガ
ー
ル
」
の
係
蔑
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
物
に
割
引

優
待
い
た
し
ま
す
。

★
松
竹
春
の
特
別
公
演

「
釣
忍
』
「
花
の
絵
ま
つ
り
」

５
月
４
日
（
日
）
①
並
時
②
４
時

神
戸
国
際
会
館

出
》
シ
里
見
浩
太
郎
、
三
浦
布
美
子
、

大
原
ま
す
み
、
北
上
弥
太
郎
ほ
か

Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・
三
五
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
伊
藤
ル
ミ
・
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

５
月
９
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
二
○
○
○
円
を
一
割
引

神熱
驚蕊諺

☆
毎
月
第
二
土
暇
日
は
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会

り
一
昨
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神
戸
市
教
育
会
館

筆
で
は
、
二
月
か
ら
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
「
ひ
つ
じ
の
館

楽
音
楽
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
毎
月
第
一
一
一
土
曜
日
の

音
午
後
６
時
半
か
ら
で
、
奇
数
月
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
偶

醒
数
月
を
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。
演
奏
者
も
京
阪
神
で
活
躍
し

北
て
い
る
人
た
ち
が
出
演
す
る
。
４
月
は
四
日
（
土
）

ひ
で
、
北
野
タ
ダ
オ
と
ア
ロ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス

回
ト
ラ
が
出
演
。
入
場
料
は
一
二
○
○
円
（
前
売
・
一

潮
如
、
、
羽
卜
４
鈴
哨
岬
合
せ
は
神
戸
市
教
育
会
館

カルロス・ガルシーア

浬
日
（
火
）
６
時
神
一
Ｆ
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

☆
浜
田
省
吾

塑
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
八

○
○
円

☆
さ
だ
ま
さ
し

泌
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
二
○
○
円

☆
三
波
春
夫

酷
日
（
金
）
①
２
時
②
６
時
神
戸
文

化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・

二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

☆
神
戸
青
年
合
唱
団

妬
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
大
人
・
八
○
○
円
学
生
・
六
○
○

円
小
人
・
三
○
○
円

☆
シ
ョ
ー
・
ガ
ー
ル

”
日
（
祝
）
４
時
釦
日
（
水
）
６
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
四
○
○
○
円

Ａ
・
三
○
○
○
円

出
斌
／
木
の
実
ナ
ナ
、
細
川
俊
之

★
柳
ジ
ョ
ー
ジ
＆
レ
イ
ニ
ー
ウ
ッ
ド

釦
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

★
青
年
座
「
近
松
心
中
考
」

晦
日
（
火
）
’
四
日
（
土
）
６
時
晦
分

即
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
会
員
・
二
○
○
○

円出
演
／
東
恵
美
子
、
初
井
言
栄
、
今
井

和
子
ほ
か

八
そ
の
他
Ｖ

☆
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ラ
ノ
ワ
「
白
鳥
の
湖
」
「
ジ
ゼ
ル
」

８
日
（
火
）
①
３
時
②
６
時

９
日
（
水
）
、
日
（
木
）
６
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
一
五
○
○
円

★
市
民
映
画
劇
渇
「
青
春
の
門
筑
豊
謡
」

鴫
日
（
水
）
ｌ
肥
日
（
金
）
６
時
半

狙
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
般
・
七
○
○
円

★
洋
舞
合
同
公
演
「
四
季
」

郡
日
（
土
）
５
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

☆
日
本
空
手
徳
会
兵
庫
県
支
部

創
立
二
十
五
周
年
肥
念
空
手
道
大
会

”
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
五
○
○
円

☆
民
音
落
語
会
／
桂
春
団
治
一
門
会

民
音
／
会
員
・
二
三
○
○
円

☆
上
平
田
裕
子

桂春団治 ショウ・ガール

繕
☆
松
田
優
作

５
月
過
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館Ｓ・

二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
中
村
紘
子
・
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

６
月
３
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

Ｃ
・
一
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
書
で
神
戸
っ

子
編
集
部
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

９
》

Ｉ
１
１
１

４
月

釦
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
一
五
○
○
円

出
波
／
桂
春
団
治
、
桂
春
蝶
、
桂
春
若

桂
春
駒
、
桂
さ
な
ぎ
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去
る
三
月
十
五
日
、
博
覧
会
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
の
起
工
式
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
前
日
、
各
紙
が
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、

〃
パ
ン
ダ
が
神
戸
に
や
っ
て
く
る
〃
こ
と
を
、
大
き
く
報
じ
た
。

宮
崎
神
戸
市
長
三
年
越
し
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
が
実
る
。
な
ど
、
は

や
●
ハ
ン
ダ
大
使
で
そ
の
成
功
を
疑
い
な
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を

祝
福
す
る
紙
面
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
私
も
ま
た
、
喜
び
を
隠
せ

な
い
市
長
と
天
津
市
の
パ
ン
ダ
の
紙
面
を
目
に
し
な
が
ら
、
思
わ

ず
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
あ
の
昨
年
八
月
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
い
た
だ
き
た
い
ノ
．
と
の
要
請
で
天
津
市
へ
向
け

旅
立
っ
て
行
っ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
銀
太
と
ア
キ
ち
ゃ
ん
の
姿
が

目
に
浮
か
ん
で
き
た
の
だ
っ
た
。

「
キ
リ
ン
の
と
き
と
違
い
、
手
塩
に
か
け
て
育
っ
た
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
の
子
ら
と
別
れ
る
こ
と
、
ほ
ん
と
に
つ
ら
い
こ
と
で
し
ょ
う
ネ
」

見
送
り
の
日
中
友
好
協
会
の
方
々
三
人
か
ら
の
あ
た
た
か
い
言
葉

を
頂
い
た
。

「
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
、
親
や
仲
間
た
ち
と
別
れ
て
見
知
ら
ぬ
所

へ
連
れ
ら
れ
て
行
か
れ
る
こ
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
子
ら
の
方
が
か

わ
い
そ
う
で
す
」

「
ど
う
か
中
国
の
み
な
さ
ま
が
か
わ
い
が
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
、

そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
た
ら
、
一
番
に
そ
の
子
を
神
戸
に
く
だ

さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
い
て
下
さ
い
」

115

飼
育
係
と
し
て
、
い
や
〃
お
父
ち
ゃ
ん
〃
と
し
て
、
つ
い
偽
ら

な
い
言
葉
が
で
て
し
ま
っ
た
こ
と
今
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。

「
銀
太
と
ア
キ
ち
ゃ
ん
、
元
気
だ
ろ
う
ネ
、
ず
い
分
大
き
く
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
ネ
」

〔
も
し
も
パ
ン
ダ
の
白
と
黒
が
逆
だ
っ
た
ら
〕

私
も
ま
た
昭
和
五
十
一
年
七
月
、
最
初
の
キ
リ
ン
を
連
れ
天
津

水
上
公
園
に
出
か
け
た
。
そ
の
際
、
中
国
各
地
動
物
園
の
パ
ン
ダ

鴫
頭
を
見
る
機
会
を
得
た
が
、
こ
の
ほ
ど
神
戸
に
や
っ
て
く
る
パ

ン
ダ
も
天
津
で
対
面
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
そ
の
当
時
の
写
真
も

残
っ
て
い
る
。
と
も
か
く
中
国
各
地
で
お
頭
も
の
パ
ン
ダ
と
対
面

さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
、
な
る
ほ
ど
、
よ
く
見
る
と
、
み
な

顔
が
違
っ
て
い
る
。
あ
ん
な
に
同
じ
よ
う
な
パ
ン
ダ
を
よ
く
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
、
ま
る
で
素
人
の
よ
う
な
自
分
に

さ
せ
ら
れ
た
の
も
、
慣
れ
な
い
中
国
で
の
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
、

夢
に
見
た
パ
ン
ダ
を
し
か
も
、
数
多
く
、
間
近
い
と
こ
ろ
で
対
面

さ
せ
ら
れ
、
そ
の
興
奮
が
さ
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
二
十
日
間
以
上
も
滞
在
す
る
う
ち
、
ふ
と
、
「
こ
の
パ

ン
ダ
の
顔
、
真
っ
黒
や
っ
た
ら
ど
ん
な
顔
に
な
る
ん
や
ろ
／
・
」
と
、

ヘ
ン
な
眼
が
ね
で
見
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
が
り
目
は
何
も
ほ
ん
ま
も
ん
の
目
が
さ
が
っ
て
い
る
ん
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ぞ
／
，
目
の
ふ
ち
を
描
く
黒
い
毛
の
形
が
、
た
れ
目
ふ

生後、２週間めのラマ。明き声を出さ或豆のよう
なフンをする。臭わないので一度は家で飼いたい動
物のひとつだ。
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う
に
見
せ
て
い
る
だ
け
な
ん
だ
ノ
．

「
も
し
、
シ
ロ
と
ク
ロ
の
配
色
が
全
く
逆
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
か
わ
い
い
／
な
ど
言
わ
れ
な
い
の
と
ち
が
う
や
ろ
か
／
、
そ

ん
な
も
ん
熊
と
同
じ
や
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
な
あ
／

そ
ん
な
、
も
て
な
い
〃
ひ
が
み
″
か
ら
の
言
葉
が
つ
い
出
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
い
や
、
さ
ら
に
、
シ
ロ
の
毛
色
が
、
ど
れ
ほ
ど
そ

の
動
物
た
ち
を
、
か
わ
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
る
か
、
少

し
ば
か
り
、
こ
こ
で
他
の
動
物
に
も
視
点
を
当
て
て
み
よ
う
。

同
じ
熊
で
も
日
本
熊
や
ひ
熊
の
赤
ん
坊
よ
り
も
、
北
極
熊
の
真

っ
白
な
子
熊
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
か
わ
い
い
も
の
だ

犬
も
猫
も
馬
も
白
毛
は
人
の
目
を
や
わ
ら
げ
、
美
し
く
て
お
と

な
し
い
も
の
に
見
せ
て
し
ま
う
不
思
議
な
魔
力
が
秘
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
純
白
に
黒
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
が
適
当
に
入
っ
て

く
る
と
、
な
お
さ
ら
、
か
わ
い
ら
し
さ
を
〃
増
幅
″
さ
せ
る
。

〔
シ
ロ
イ
子
と
茶
色
っ
子
の
ラ
マ
〕

こ
と
の
ほ
か
厳
し
か
っ
た
今
年
の
冬
の
は
じ
め
。
そ
れ
は
さ
る

五
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
、
神
戸
で
は
初
め
て
と
い
う
ラ
マ
の

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
「
う
わ
あ
、
か
わ
い

ら
し
い
、
真
っ
白
の
子
や
ノ
．
」
す
ら
り
と
背
が
高
く
、
目
は
ぱ
っ

ち
り
大
き
く
、
ま
つ
げ
が
こ
と
の
ほ
か
長
い
。
そ
の
顔
は
真
っ
白

幸
長
い
。
そ
の
顔
は
真
っ
白

で
背
中
と
お
尻
の
あ
た

・
り
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
黒
が

徳
さ
し
て
い
る
。
「
ま
る

極
で
。
ハ
ン
ダ
み
た
い
な
ラ

娩
マ
や
／
」

準
親
代
り
の
飼
育
係
の

唾
誰
も
が
、
つ
い
親
馬
鹿

１Ｍ
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の

垂
も
人
情
と
い
う
も
の
、

トエ
担
当
の
若
い
佐
々
木
飼

榊
青
貝
、
ふ
た
月
遅
れ
て

年
生
ま
れ
た
濃
い
茶
色
の

毛
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
て

「
別
に
差
別
し
て
い
る

ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
白
と
黒
、
特
に
顔
の
白
い
の

ほ
ど
か
わ
い
い
で
す
よ
」
と
、
ほ
ん
ま
の
こ
と
を
い
っ
て
く
れ
る
。

「
人
間
も
一
緒
や
、
美
人
の
白
い
膚
は
何
と
か
を
穏
す
、
と
、
言

わ
れ
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

〔
知
っ
て
ま
す
か
、
ア
ン
デ
ス
に
す
む
ラ
マ
〕

さ
て
、
ラ
マ
は
ラ
ク
ダ
科
の
動
物
で
南
米
、
ア
ン
デ
ス
の
高
原
、

五
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
高
地
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
寒

さ
に
は
め
っ
ぽ
う
強
い
。
だ
か
ら
、
十
一
一
月
末
か
ら
一
一
月
と
い
う

最
も
寒
い
頃
に
続
い
て
誕
生
し
た
も
の
の
全
く
順
調
に
育
っ
て
い

る
。そ

の
証
拠
に
原
地
で
は
、
こ
の
ラ
マ
の
毛
を
二
年
に
一
回
と
い

う
割
で
刈
り
取
っ
て
、
え
り
巻
き
や
ジ
ュ
ー
タ
ン
、
そ
れ
に
強
い

ロ
ー
プ
を
作
る
。
ま
た
、
皮
を
う
ま
く
使
っ
て
サ
ン
ダ
ル
を
作
っ

た
り
、
皮
に
油
を
加
え
て
ロ
ー
ソ
ク
と
し
て
使
っ
た
り
も
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
カ
帝
国
が
栄
え
た
頃
か
ら
、
ラ
マ
は
高
貴

な
動
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
特
に
メ
ス
の
ラ
マ
は
子
を
産
ま

せ
る
だ
け
で
荷
物
を
運
ば
せ
た
り
は
し
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
オ
ス
が

お
よ
そ
、
五
十
地
ぐ
ら
い
の
荷
物
を
背
に
一
日
二
十
ｍ
、
そ
し
て

二
週
間
と
い
う
長
旅
で
高
山
の
草
だ
け
を
食
べ
な
が
ら
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
ど
頑
丈
な
身
体
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
有
名
だ
。

い
つ
も
首
を
し
ゃ
ん
と
伸
ば
し
胸
を
そ
ら
せ
、
足
を
充
分
に
上

げ
て
歩
く
姿
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。
な
ぜ
だ
ろ
う
と
思
え
ば
、
ラ
ク

ダ
の
一
員
で
あ
ろ
う
と
砂
漠
を
歩
く
の
で
は
な
く
、
高
山
の
険
し

い
岩
山
を
越
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
、
時
折
り
襲
っ
て
く
る
天
敵

の
ピ
ュ
ー
マ
の
攻
撃
か
ら
も
逃
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し

た
際
に
ギ
ュ
ー
と
岩
場
に
突
き
立
て
る
の
に
役
立
つ
よ
う
ヒ
ヅ
メ

の
先
が
鋭
く
と
が
っ
て
い
る
。

背
中
が
平
ら
で
広
く
、
つ
い
乗
れ
そ
う
に
思
え
る
が
、
荷
物
は

乗
せ
て
も
人
を
乗
せ
る
こ
と
を
極
度
に
嫌
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
ラ

マ
た
ち
を
大
切
な
動
力
と
し
て
扱
い
育
て
て
き
た
長
い
長
い
人
類

と
の
歴
史
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
触
れ
る

ぐ
ら
い
は
と
、
子
に
近
寄
ろ
う
と
す
れ
ば
、
サ
ー
ッ
と
足
音
も
さ

せ
な
い
で
白
い
方
の
母
子
が
逃
げ
去
り
、
す
ぐ
さ
ま
黒
毛
の
雄
二

頭
が
顔
を
出
し
て
き
た
。
八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

１
１１６
１
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こんにちは赤ちゃん

平野雅之くん/ 伊丹市荒牧

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

芦屋市大柵町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

幼児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTlSTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
( 木瑠日は休診）

そごう前センター街束角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（078)331-6302～３

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



渡
辺
嘉
雄
八
大
学
教
官
Ｖ

六
甲
生
れ
の
六
甲
育
ち
と
思
わ
れ
る
野
犬
が
、
か
な
り
の
数
生
棲

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
足
元
で
鎌
首
を
挙
げ
て
マ
ム
シ
に
構
え

ら
れ
る
の
も
気
味
が
悪
い
。
こ
の
場
合
は
マ
ム
シ
の
縄
張
り
に
入

っ
た
の
だ
か
ら
「
イ
キ
ス
キ
ュ
ー
ズ
ミ
ー
」
と
言
っ
て
通
り
過
ぎ

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
憐
れ
を
も
よ
お
す
の
は
晩
秋
の
夕
暮
れ
に

子
連
れ
狼
な
ら
ぬ
子
連
れ
猪
が
、
心
も
と
な
い
ハ
イ
カ
ー
の
捨
て

た
残
飯
を
あ
さ
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
。

昨
年
の
晩
秋
の
夕
暮
れ
時
、
こ
の
子
連
れ
猪
と
遭
遇
し
た
こ
と

を
六
甲
全
縦
の
世
話
を
し
て
い
ら
れ
る
速
足
の
ド
ク
タ
ー
（
村
上

宏
先
生
）
に
話
し
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
今
日
の
山
歩
き
と
な
っ
た
。

再
会
の
可
能
性
は
少
な
い
が
、
と
に
か
く
日
暮
れ
時
ま
で
に
紅
葉

谷
に
着
い
て
彼
女
ら
（
母
と
子
猪
）
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
ま
た

今
日
の
山
歩
き
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
裏
六
甲
唯
一
の
尾
根
通

し
で
あ
る
地
獄
谷
西
尾
根
か
ら
の
展
望
を
同
行
者
に
紹
介
す
る
た

め
で
も
あ
っ
た
。

地
獄
谷
西
尾
根
は
石
楠
谷
、
地
獄
谷
の
大
き
な
渓
谷
に
狭
ま
れ

て
せ
り
上
っ
た
急
な
痩
せ
尾
根
で
あ
る
。
と
り
つ
き
か
ら
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
ま
で
約
一
時
間
の
尾
根
道
で
あ
る
。
道
は
六
甲

山
系
の
登
山
道
と
し
て
は
最
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
悪
路
で
あ

る
。
這
う
よ
う
に
し
て
登
る
所
も
数
ケ
所
あ
る
。
春
夏
秋
冬
を
通

じ
て
こ
の
道
を
登
る
人
は
非
常
に
少
な
い
が
、
下
る
人
は
わ
ん
さ

と
い
る
。
登
り
は
し
ん
ど
い
が
下
り
は
神
鉄
の
駅
へ
の
最
短
コ
ー

ス
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
表
六
甲
か
ら
登
っ
て
き
た
人
の
下
山
ル

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

神
鉄
花
山
駅
か
ら
約
二
十
分
で
山
道
に
入
り
、
地
獄
谷
コ
ー
ス

六
甲
山
系
（
裏
六
甲
）
を
歩
い
て
い
る
と
時
々
動
物
と
の
出
合

い
が
あ
り
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
最
も
危
険
な
の
は
六
甲
野

犬
の
群
れ
と
の
遭
遇
で
あ
り
、
単
独
行
の
時
に
野
犬
の
群
れ
と
深

山
で
鉢
合
せ
す
る
と
顔
が
ひ
き
つ
れ
る
。
炭
ヶ
谷
の
山
の
斜
面
を

駆
け
下
り
て
来
た
五
匹
の
野
犬
の
群
れ
に
囲
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る

適
切
な
撃
退
法
を
知
ら
な
い
の
で
、
と
っ
さ
に
エ
イ
ッ
と
言
っ
た

か
ヤ
ァ
ー
と
言
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
腹
の
底
か
ら
出
た
気

合
の
こ
も
っ
た
一
声
で
見
事
に
四
散
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
は
三
匹
の
野
犬
の
群
れ
に
尾
行
さ
れ
た
が

パ
ン
を
振
舞
っ
て
和
解
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
キ
ャ
ラ
メ
ル
で
は
和
解
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
三
度
目
は

ノ
ー
ス
ロ
ー
ド
で
精
惇
な
顔
つ
き
を
し
た
五
’
六
匹
の
群
れ
に
道

を
塞
が
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て
い

た
の
で
動
き
が
と
れ
な
い
、
炭
ケ
谷
の
時
と
同
様
に
気
合
術
を
か

け
た
。
そ
の
途
端
林
の
中
か
ら
猟
師
が
出
て
き
て
事
な
き
を
得
た
。

八
そ
の
妬
Ｖ

神
戸
電
鉄
花
山
駅
ｌ
地
獄
谷
西
尾
根
ｌ
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
ー
紅
葉
谷
Ｉ
有
馬
温
泉

地獄色r 四尾狸I ＬＬ室上壱

子
連
れ
猪
探
索
ハ
イ
ク １

１１８
１
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ダイヤモンドポイントより北葬轄誼

で
い
る
光
景
が
み
ら

た
子
連
れ
猪
を
山
に

見
つ
か
ら
な
い
う
ち

あ
っ
た
。
も
し
彼
女

求
め
て
山
を
下
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
期

待
し
た
が
、
つ
い

に
姿
を
み
せ
な
か

っ
た
。
猪
の
母
子

の
無
事
で
あ
る
こ

と
を
祈
り
な
が
ら

有
馬
温
泉
に
下

る
。

に
向
う
、
さ
ら
に
加
分
程
で
地
獄
谷
と
尾
根
の
分
岐
点
に
着
く
。

こ
の
尾
根
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
ま
で
ず
っ
と
展
望
が
き

く
。
中
腹
か
ら
は
お
お
ら
か
な
丹
生
山
系
の
山
並
み
と
丘
陵
が
美

し
く
見
え
る
。
毎
年
早
春
に
行
わ
れ
る
妬
畑
の
丹
生
山
系
縦
走
路

が
一
望
で
き
る
。
中
腹
を
過
ぎ
る
と
、
冬
の
凍
て
つ
く
よ
う
な
朝

に
は
、
摂
津
平
野
の
は
る
か
か
な
た
に
中
国
山
脈
の
氷
の
連
峰
が

き
ら
き
ら
と
輝
い
て
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
こ
の
辺
り
か
ら

六
甲
の
岩
肌
の
展
望
も
良
く
な
る
。

〃
老
い
は
足
か
ら
″
と
い
う
言
葉
が
ぽ
つ
ぽ
つ
身
に
泌
み
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
こ
の
コ
ー
ス
を
好
ん
で
歩
い
て
い
る
。
花
山

か
ら
地
獄
谷
西
尾
谷
、
ノ
ー
ス
ロ
ー
ド
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
、

紅
葉
谷
を
経
て
有
馬
に
至
る
約
蛎
如
、
約
五
時
間
の
コ
ー
ス
は
一

週
間
分
の
体
調
を
保
つ
の
に
丁
度
良
い
運
動
量
と
な
る
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
か
ら
真
直
ぐ
進
む
と
丁
字
ケ
辻
に
抜

可

１
１１９
１

型
ト
ラ
ッ
ク
や
、
狩
人
た
ち
が
焚
火
を
囲
ん
で
い
る
む

れ
る
。
昨
年
の
晩
秋
こ
の
紅
葉
谷
で
出
合
っ
た
子
連
Ｌ

追
い
上
げ
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
狩
人
に
見
つ
か
鐸

に
早
く
山
に
帰
れ
と
い
う
思
い
や
り
か
ら
で
あ
っ
た
。

ら
が
無
事
に
生
き
長
ら
え
て
い
た
ら
水
場
を

け
る
が
、
山
に
来
て
ま
で
排
気
ガ
ス
を
吸
う
の
は
真
平
御
免
で
あ

る
。
横
道
に
そ
れ
て
ノ
ー
ス
ロ
ー
ド
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
の
深

山
ム
ー
ド
の
小
径
に
入
る
。
六
甲
全
山
縦
走
で
タ
イ
ム
を
気
に
し

な
い
人
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
に
弱
い
人
、
排
気
ガ
ス
に
弱
い
人
は

ノ
ー
ス
ロ
ー
ド
か
ら
こ
の
道
に
入
る
こ
と
を
お
奨
め
す
る
。
極
楽

茶
屋
か
ら
紅
葉
谷
の
下
り
は
一
週
間
前
の
ア
イ
ス
バ
ー
ン
も
な

く
、
雪
解
け
道
に
春
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
快
調
に
下
っ
た
。

子
連
れ
猪
の
出
没
す
る
地
域
は
こ
の
紅
葉
谷
を
下
っ
た
河
原
で

あ
る
。
日
暮
れ
に
は
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
あ
る
の
で
百
問
滝
に

迂
回
し
、
雄
大
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
し
ば
し
眺
め
再
び
河
原
に

下
っ
た
。

雪
の
六
甲
で
の
猪
狩
り
は
か
な
り
大
が
か
り
に
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
表
六
甲
か
ら
裏
六
甲
の
雪
の
斜
面
に
追
い
上
げ
て

狩
り
を
す
る
ら
し
く
、
雪
の
裏
六
甲
を
歩
く
と
猟
犬
を
の
せ
た
小
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今
井
拓
雄
恥
誘
離
窪
‐
ベ
・
ワ
イ
ン
。
セ
ラ
－
Ｖ

我
が
青
春
の
〃
ハ
チ
ノ
ス
谷
々

１
１２０
１

冷
た
い
岩
肌
に
ふ
れ
た
と
た
ん
、
ぞ
く
っ
と
す
る
よ
う
な
感
触

が
指
先
か
ら
身
体
中
へ
と
ひ
ろ
が
っ
た
。
急
に
身
が
軽
く
な
っ
た

よ
う
だ
。
お
っ
と
落
ち
つ
く
ん
だ
。
手
掛
り
を
確
か
め
足
場
を
さ

ぐ
る
。
よ
か
っ
た
／
足
も
ふ
る
え
な
い
。
下
か
ら
心
配
そ
う
に
見

上
げ
て
い
る
Ｋ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
に
声
を
か
け
、
岩
場
の
横
の
固
定

ザ
イ
ル
の
あ
る
巻
き
道
を
登
っ
て
も
ら
う
。
久
し
振
り
の
岩
の
感

触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
よ
じ
登
り
、
最
後
の
ハ
ン
グ
し
た
岩
も
、

走
り
高
跳
の
バ
ー
を
越
え
る
よ
う
な
姿
勢
で
強
引
に
乗
り
越
え

る
。
岩
場
に
立
っ
て
振
り
か
え
る
と
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
が
に
ぶ
く

光
り
、
キ
ラ
ッ
キ
ラ
ッ
と
輝
く
海
が
明
る
い
空
へ
と
続
い
て
い
る
。

二
○
数
年
前
、
先
輩
の
指
導
で
岩
場
に
取
り
付
い
た
と
た
ん
、
恐

し
さ
で
膝
が
ふ
る
え
、
必
死
に
岩
に
し
が
み
つ
い
て
立
往
生
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
、
岩
頭
で
が
っ
く
り
座
り
込
み
腰
に
巻
い
た
ザ
イ

ル
が
解
け
ぬ
程
腕
が
な
震
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
ｌ
み
じ
め
な

思
い
出
が
、
つ
い
先
刻
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
う
か
ん
で
き
た
。

八
そ
の
記
Ｖ

護
国
神
社
ｌ
ハ
チ
ノ
ス
谷
ｌ
長
峰
山
ｌ
シ
ェ
ー
ル
道
ｌ
徳
川
道
ｌ
二
十
渉
ｌ
布
引

ハ
チ
ノ
ス
谷
は
私
に
と
っ
て
、
山
に
過
か
れ
た
青
春
時
代
を
い
ろ

ど
る
一
枚
の
水
彩
画
の
よ
う
に
、
淡
く
美
し
い
思
い
出
と
な
っ
て

い
る
。摩

耶
山
麓
、
柚
谷
出
合
よ
り
柚
谷
峠
の
東
に
そ
び
え
る
長
峰
山

へ
突
き
上
げ
て
い
る
、
小
さ
な
花
閥
岩
の
谷
が
ハ
チ
ノ
ス
谷
で
あ

る
。

二
月
末
の
あ
る
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
昼
前
、
私
達
三
人
は
、
護
国

神
社
か
ら
力
玄
ア
イ
ア
ン
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
前
を
通
り
、
長
峰
墓

地
の
中
を
ま
っ
す
ぐ
北
へ
上
が
り
、
墓
地
の
北
端
か
ら
左
下
方
の

砂
防
ダ
ム
へ
降
り
た
っ
た
。
約
一
○
○
米
上
部
の
取
水
小
屋
を
越

え
る
と
、
谷
は
ま
っ
た
く
一
一
○
年
前
の
姿
を
保
っ
て
、
静
か
な
た

た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
両
岸
の
切
り
た
っ
た
狭
い
谷
で
あ
る

の
で
、
道
に
迷
う
こ
と
も
な
く
快
適
な
沢
登
り
を
楽
し
め
る
。
谷

の
中
程
の
大
き
な
滝
は
左
の
ブ
ッ
シ
ュ
伝
い
に
巻
き
道
が
あ
り
、

ザ
イ
ル
が
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
岩
登
り
の
熟
練
者
で
あ
れ
ば
、

滝
の
中
心
部
を
登
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
第
二
の
大
き
な
滝

は
、
三
段
に
分
れ
て
お
り
、
傾
斜
も
急
で
ず
ぶ
ぬ
れ
の
登
蕊
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
は
こ
の
滝
の
直
登
は
、
避
け
て
、

右
の
巻
き
道
を
登
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
谷
は
ま

す
ま
す
狭
ま
り
、
や
が
て
洞
れ
谷
と
な
っ
て
椿
の
古
木
の
ま
じ
っ

た
潅
木
の
繁
み
に
消
え
る
。
急
坂
に
端
ぎ
な
が
ら
、
注
意
深
く
踏

み
跡
を
た
ど
る
と
、
三
○
分
位
で
稜
線
に
出
る
。
さ
ら
に
尾
根
を

登
っ
て
い
く
と
伯
母
野
山
か
ら
の
ル
ー
ト
と
合
流
し
、
ま
も
な
く

天
狗
岩
に
着
く
。
こ
れ
が
長
峰
山
頂
で
あ
る
。
両
側
の
尾
根
に
風

を
さ
え
ぎ
ら
れ
た
谷
間
で
は
汗
ば
む
程
で
あ
っ
た
が
、
山
頂
は
さ

君

凸

長嫁山頂にて遼者
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同
行
の
Ｋ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
沈
ん
で
い
る

の
か
、
言
葉
少
な
に
足
を
急
が
せ
、
桜
谷
の
出
合
よ
り
徳
川
道
を

通
り
、
ト
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス
を
経
て
市
ヶ
原
に
至
る
。

茶
店
の
前
に
来
る
と
、
さ
す
が
に
ほ
っ
と
し
て
、
誰
い
う
と
な

く
一
休
み
と
な
っ
た
。
深
い
山
懐
に
抱
か
れ
た
よ
う
な
今
日
の
山

行
ｌ
こ
の
ま
ま
街
へ
下
り
た
く
な
い
よ
う
な
気
分
ｌ
に
区
切
り
を

つ
け
る
た
め
の
熱
い
甘
酒
で
あ
っ
た
。

茶
店
の
主
人
に
別
れ
を
告
げ
、
ゆ
っ
く
り
布
引
へ
下
り
て
ゆ
く
。

新
幹
線
の
駅
裏
で
、
若
い
女
性
と
す
れ
ち
が
っ
た
時
、
甘
い
に
お

い
が
瞬
間
、
鼻
を
う
っ
た
。
そ
う
だ
ノ
．
今
日
は
登
り
は
じ
め
て
か

ら
、
こ
こ
ま
で
街
の
人
と
は
一
人
も
出
合
っ
て
い
な
い
の
だ
。

す
が
に
風
が
冷
た
く
、
三
人
共
岩
陰
に
逃
げ
こ
ん
で
一
服
す
る
。

景
色
を
み
な
が
ら
、
途
中
で
み
た
柚
谷
の
砂
防
工
事
に
つ
い
て
話

が
は
ず
む
。
か
っ
て
表
六
甲
随
一
と
う
た
わ
れ
た
明
る
い
谷
筋

は
、
今
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
岩
屑
の
荒
れ
た
山
肌
を
酒
し
て
い
る
。
山
裾
へ
伸

び
る
市
街
地
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
自
然
破
壊
を
甘
受
せ

ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

近
く
の
柚
谷
峠
の
送
電
線
が
風
に
向
っ
て
鋭
い
う
な
り
声
を
あ

げ
て
い
る
。
寒
さ
に
追
わ
れ
て
、
柚
谷
峠
を
降
り
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
を
約
一
○
○
米
西
へ
歩
き
、
新
穂
高
湖
を
見
物
に
出
か
け
た
。

ダ
ム
に
よ
っ
て
塞
き
止
め
ら
れ
た
小
さ
な
人
造
湖
で
あ
る
が
、
渇

水
期
の
こ
と
と
て
、
湖
中
に
露
出
し
た
立
ち
枯
れ
の
木
々
に
、
早

春
の
明
る
い
日
ざ
し
が
冴
え
、
青
い
水
面
に
影
を
映
す
様
は
、
な

か
な
か
の
も
の
で
あ
る
。

湖
を
離
れ
、
前
方
に
新
穂
高
の
峰
を
見
上
げ
な
が
ら
、
シ
ェ
ー

ル
道
を
下
る
。
路
端
に
は
、
か
っ
て
炭
を
焼
い
た
の
で
あ
ろ
う
、

石
積
み
の
窯
跡
が
う
ち
す
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
窯
で
炭
を
焼
い

て
い
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

新
穂
高
の
岩
場
に
傾
き
か
け
た
日
ざ
し
が
踊
り
、
峰
の
た
た
ず

ま
い
は
昔
と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

晴
れ
て
い
た
空
が
い
つ
の
間
に
か
、
雲
に
覆
れ
、
雨
が
木
々
の

梢
を
濡
ら
し
は
じ
め
た
。

岩場を一歩一歩登って行く
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画画

iHi撒悪o
l g f h郷難ﾂ解

･ 神戸元町で生まれた美味・

とんかつ

画 蕊繍；

●
ビ
ー
フ
（
神
戸
肉
）
か
つ

●
ビ
ー
フ
バ
タ
ー
焼

，
口
Ｉ
ル
か
つ
定
食

●
チ
ー
ズ
か
つ
定
食

，
ヘ
レ
か
つ
定
食

，
ロ
ー
ス
か
つ
定
食

⑨
海
老
か
つ
定
食

●
か
き
フ
ラ
イ

●
第
９
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
表
彰
式
昭００

●
世
界
の
酒
祭
り
刑
５

神
戸
酒
徒
番
附
表
彰
式

／費〈
云

●
シ
ョ
ー
タ
イ
ム

別
世
界
の
酒
祭
り
／
サ
ン
バ
・
デ
・
ポ
ー
ト
ピ
ァ
別

サ
ン
バ
＆
フ
ア
ッ
シ
動
ン
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